
 

　はちおうじ総務相談所の長岡です。朝晩はすっかり寒く
なりましたが、みなさまお元気にお過ごしでしょうか。私
はひさびさにインフルエンザの予防接種を受けました。 
　 11月は仕事関連の行事が集中しまして、支部の人たち
と一緒に過ごす時間が長かったです。そのようなわけで、
今回はイベントを振り返りつつ、個人事業主の「交際」に
ついて考えてみます。これから忘年会シーズンですし。 
【ソフトボール大会】文化の日に、東京都行政書士会のソ
フトボール大会が開催されました。支部対抗のトーナメン
トで、八王子支部は昨年から参加しております。今年は初戦で惜敗でしたが、日ごろから練習
試合なども行っており、チームの一体感が醸成されていくのを日々感じております。 
【研修旅行】昨年に引き続き、八王子支部の研修旅行に参加いたしました（一応、研修部長
ですので）。事件簿等の記載について学び、夜は石和温泉に泊まりました。２日目の昇仙峡
が絶景でしたね。あとは、夜中のラーメンで親睦が深まった気がします。 
【いちょう祭り】八王子では有名なイベントです。著作権推進会議（行政書士を中心とする
NPO法人）で参加しました。著作権の普及を行いつつ、おでんを売って活動費を稼ぐなど。
地域の団体や住民との交流も図れる、なかなか貴重な機会です。 
【研修旅行②】勤労感謝の日には、上記NPO法人の旅行がありました。今年は日帰りバスツ
アーのパックにみんなで参加です。上州を中心に回り、紅葉を楽しんできました。 
　行政書士は業務の幅が広いため、一人でお客様の要望に応えていくのは限界があります。で
すから、こういった活動を通じて、いざというときに協力をお願いできる人たちとの関係を
築いくのも重要な業務なんですね。忘年会も、ただ飲んでいるわけではないのです。
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忘年年会シーズンを前に

今⽉月の予定（2017年年12⽉月）
 賞与支払届の提出：支給日から５日以内 

 ＊年末調整の準備はお早めに

いずれも良良い天気でしたね。



今⽉月の推薦図書
　 AIを活用して会社の生産性を上げていくような解説書を期待していたら、「AIやIoTによっ
て世の中がどう変わっていく（可能性がある）のか」みたいな話が中心でした。小規模事業
の経営に直接役立つような情報は少ないものの、いろいろ考えるきっかけにはなります。 
　 現在、パソコンとインターネットがなかったら、行政書士をやっていくのもかなり難しい
と思っているのですが、メール環境すらない超ベテランがいるのも事実です。おそらく、パソ
コンが普及してきたころに、いろいろ理由をつけて敬遠していたのでしょう。 
　これからAIが普及していくのは間違いなさそうです。流れの最先端を行くのは無理だとして
も、がんばってついていかないと、「あの人、今でも紙の決算書からパソコンに入力して建
設業の財務諸表を作っているらしいぜ」とか言われる存在になってしまいそうで恐いです。 
　行政書士業務の９割以上がAIで代替可能、と書かれた新聞記事を目にしたこともあります。
人間より優れていること（計算等）を代替するのがAIの役目ならば、AIが苦手なスキルを磨い
ていくべきなのかもしれません。いずれは大抵の分野で勝てなくなりそうですが……。

今⽉月の推薦映画

　 11月はちょっと遊びすぎましたかね。行事が集中しがちな季節とはいえ、もう少し加減し
ないと、いろいろ問題が出てきそうです（主に家庭方面で）。 
　 後半は「AI」をテーマに、と思ったのですが、レプリカントの脳は機械ではないかもしれ
ません。いずれにせよ、業務を代替するものが発達していくでしょうから、今後も情報収集
は続けて「時代遅れ」の行政書士にならないよう気をつけます。忘年会でも「飲まれて飲んで」
みたいな展開は避けないと……。そのようなわけで、来年もよろしくお願いいたします。

編集後記
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『AI経営で会社は甦る』  
 　冨⼭山和彦  著 　2017年年 　⽂文藝春秋

『ブレードランナー  2049』  
 　ドゥニ・ヴィルヌーヴ  監督 　2017年年

　あの『ブレードランナー』の続編です。前作では、人造人間である「レプリカント」の苦悩
が、あくまでも道具として制御することを望む人間との争いを通じて描かれていました。三
大SF映画の一つに数えられることも多い作品で、熱烈なファンも多いようです。 
　 私はそうでもないのですが、それでも前作の主役であるハリソン・フォードが『2049』の
予告編に出てきたときは少し興奮しました。「その後」の彼らがどうなったのか、そして、
あれから30年後の世界がどうなっているのか、そこに期待して劇場まで行ったわけです。 
　 前作の公開から35年ですので、映像はきれいになりました。「近未来」の描かれ方も、よ
り現実的になった気がします。中盤はミステリーの要素も強くて、個人的にはこちらのほう
が楽しめました。ただ、ハリソン・フォードは、出てこないほうがよかったかと……。 
　 既存の設定を生かして新しい話を作り出すことができたのですから、わざわざ前作の主役
にまで見せ場を作る必要はなかったのではないでしょうか。成功した製品・サービスを改良
する際に、受け継ぐべきものと切り捨てるものの選択は本当に重要だと感じました。
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